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平成19年度CSI委託事業報告交流会（コンテンツ系）

～機関リポジトリ（IR）から広がる学術情報発信・流通：最新動向から課題解決まで～

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ただいま紹介のありました，学術コンテンツ課図書館連携チーム（機関リポジトリ担当）の杉田です。

どうぞよろしくお願いいたします。

http://www.nii.ac.jp/irp/
mailto:ir@nii.ac.jp
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内 容

CSI委託事業（コンテンツ系）について

第1期：平成17年度～19年度
第2期：平成20年度～21年度

重点コンテンツをめぐる最新動向

科研費成果報告書の見直しと新KAKEN
博士論文ワンストップポータル

機関リポジトリポータルとナビゲート支援

IRDBコンテンツ分析システムの紹介
JuNii+後継サービスの開発
CiNii-IR連携

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日の内容は，３つです。

１つめは，CSI委託事業について。

第1期を簡単に振り返り，第2期のコンセプトをご紹介いたします。

２つめは，重点コンテンツを巡る最新動向です。

特に，科研費報告書の見直しと，新KAKENについてご紹介いたします。

また，博士論文ワンストップポータルの検討状況についてご紹介いたします。

３つめは，機関リポジトリ関係で，いくつか開発を進めておりますので，そのご報告をいたします。
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CSI委託事業（コンテンツ系）-1
第1期：平成17年度～19年度

平成17年度：

委託先の選出:
• 機関リポジトリの構築・運用に関するこれまでの実績
• 全学的な計画の有無等の調査

委託先:19大学

成果:
• 委託業務成果報告（http://www.nii.ac.jp/irp/rfp/2005/）
• 平成17年度 報告交流会（平成18年5月16日）

【参考】 -平成16年度「学術機関リポジトリ構築ソフトウェア実装実験プロジェクト」

-「学術情報基盤の今後の在り方について（報告）」（平成18年3月23日）
科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会 学術情報基盤作業部会
（http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/06041015.htm）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは，1つ目の内容，「CSI委託事業」についてです。

この会場にお越しの皆さまのうち，多くは，もう，何回も目にされた内容かとは思いますが，簡単に振り返っておきたいと思います。

まず，第1期は平成17年度に開始されました。
委託先の選出にあたっては，機関リポジトリの構築・運用に関するこれまでの実績，全学的な計画の有無等の調査に基づき，19大学を選出いたしました。
その成果は，Webサイト上で見ることができます。

補足いたしますと，CSI委託事業開始以前には，平成16年度に「学術機関リポジトリ構築ソフトウェア　実装実験プロジェクト」が実施され，機関リポジトリに必要なシステムについて
かなりの課題解決がなされたそうです。

また，平成17年度3月には，科学技術・学術審議会の報告「学術情報基盤の今後の在り方について」が発行されました。

ここでは，
・各大学の教育研究の活性化や我が国の学術情報の流通促進等のため，
・各大学は機関リポジトリに積極的に取り組む必要があり，
・文部科学省はその取組みを支援。
・大学図書館が機関リポジトリの構築・運用に中心的な役割を果たすことを期待される，
と述べられていたことは，みなさまもご承知のとおりだと思います。

こうして，先行された機関の皆さまの努力によって，システム面，および運用面についての環境がだんだん整ってきたわけです。



http://www.nii.ac.jp/irp/rfp/2005/
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/06041015.htm
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CSI委託事業（コンテンツ系）-2
平成18～19年度：

基本コンセプト
• 2年プロジェクト（平成18年度～19年度）
• 2つの目標，2つの事業領域

– 機関リポジトリの全国的な展開（領域1）
– 先端的な研究開発（領域2）

• 透明性と競争性を確保した選定プロセス
– CSI推進のための学術コミュニティの連携体制（http://csi.nii.ac.jp/）

委託先：
• 領域1： 57大学（平成18年度）→70大学（平成19年度）
• 領域2： 22の先端的研究開発テーマの採択→14プロジェクト

成果：http://www.nii.ac.jp/irp/
• 中間まとめ（平成19年3月）
• 平成18年度 報告交流会（平成19年7月3日）
• 平成19年度 報告交流会（平成20年6月12日～13日）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて，こうした背景のもと，平成18年度から平成19年度の二カ年にわたる，本格的なCSI委託事業が始まりました。

ここでは，２つの目標「機関リポジトリの全国的な展開」と「先端的な研究開発」に呼応して，２つの事業領域が設定されました。

選定プロセスは，CSI推進のための学術コミュニティの連携体制のもとで，透明性と競争性を確保した選定プロセスを経て，委託先が決定されました。

ここで，体制についてちょっとご紹介したいと思います。
大きくは，ネットワークとコンテンツに分かれているのですが，機関リポジトリの委託事業は，「学術コンテンツ運営・連携本部」および
そのもとに設置された「図書館連携作業部会」において，検討されています。

結果として，領域1は平成18年度に57大学，平成19年度には70大学が委託事業に参加されました。

また，領域2は，現在14のプロジェクトが参加しています。

そして本日，今日ここ報告交流会を開催し，全委託事業の成果が，お隣のポスター会場でご覧いただけるようになっています。

http://csi.nii.ac.jp/
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先駆的導入：
千葉大学

北海道大学
早稲田大学

平成18年4月
13機関リポジトリ

平成19年4月
47機関
リポジトリ

平成20年5月
82機関
リポジトリ

H16年度
100％

H17年度
100％

H18年度
100％

H19年度
85％

機関リポジトリ公開数の伸び

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここ数年で，機関リポジトリの公開数は劇的に伸びました。
5月末現在で，82の機関リポジトリが立ち上がっています。

（機関リポジトリの数は，アメリカ（295），ドイツ（125），イギリス（125）に次いで，世界で第４位という位置づけになっています。）

このグラフは，委託開始年度ごとに色分けしてあります。
ここで注目したいのは，otherです。委託機関外の機関リポジトリの数が伸びてきています。

このことは，各機関のみなさまのご努力はもちろん，機関リポジトリコミュニティが活性化していることや，NIIの学術ポータル担当者研修など
も含めて，委託事業の間接的な効果ではないかと考えています。
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CSI委託事業（コンテンツ系）-3

第2期CSI委託事業（平成20年度～21年度）

目的：
• 機関リポジトリの更なる普及とコンテンツの拡充

• リポジトリ相互の連携による新たなサービスの構築

第2期委託事業実施にあたっての論点：
1. 安定的な財政基盤の確立
2. 全国的な展開

– 機関リポジトリを持つ機関の数
– 共同リポジトリ

3. 機関リポジトリの質の向上
– 活用される機関リポジトリ（コンテンツの質，利便性向上）
– 研究開発プロジェクトの継承と見直し

4. 機関リポジトリのコンテンツポリシー
– 委託事業の重点コンテンツ

5. 機関リポジトリ運営者コミュニティのあり方

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて，このような第1期の成果と反省点を受けて，第2期の委託事業を実施することになりました。

目的は，「機関リポジトリの更なる普及とコンテンツの拡充」
「リポジトリ相互の連携による新たなサービスの構築」の２つです。

第2期の委託事業　実施にあたっては，「学術コンテンツ運営・連携本部会議」において，5つの論点が審議されました。

安定的な財政基盤の確立：大学での自主的な取組・自己資金の調達について

全国的な展開：

機関リポジトリの質の向上：構築から利用へのシフト

機関リポジトリのコンテンツポリシー：委託事業としての重点コンテンツ

機関リポジトリ運営者コミュニティのあり方

ここで審議された内容が，第2期「公募要項」に盛り込まれたわけです。

では次に，重点コンテンツを巡る最新動向についてご紹介していきたいと思います。
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重点コンテンツを巡る最新動向-1

科研費成果報告書の見直しと新KAKEN
科研費制度改正※）に伴う研究成果報告書の見直し：

• 形態：冊子体の廃止→電子媒体の公開を義務化

• 提出時期：平成21年6月（平成20年度が最終年度のもの～）

• 公開：NIIの「KAKEN」において公開（平成21年度中）

新たな様式：
• 4～6枚で作成，PDF形式に変換

• 主な発表論文等（雑誌論文，学会発表，図書等）の記述

• 新聞掲載，アウトリーチ活動，ホームページ情報，機関リポジ
トリに論文等を掲載したアドレス，などを適宜記入

※）平成20年度科学研究費補助金における制度改正について（通知）（平成19年12月11日）

http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/07120615.htm

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず，１つめは，科研費等の成果報告書です。

皆さまご承知のとおり，平成19年度12月に，「科学研究費補助金における制度改正について」の通知がありました。

その中には，「研究成果の報告書」の見直しが盛り込まれていました。

・冊子体を廃止し，電子媒体の公開を義務化すること
・対象は，平成20年度が最終年度の研究，すなわち，平成21年6月の提出分から適用されること
・報告書は，NIIの「KAKEN」において，平成21年度中に公開されることが記述されています。

そして，新たな様式は，A4サイズ4～6枚程度をPDFで提出すること，

内容は，主な発表論文等，新聞掲載，アウトリーチ活動，ホームページ情報，機関リポジトリに論文等を
掲載したアドレス，などを適宜記入することになっております。
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IR

重点コンテンツを巡る最新動向-2
新KAKENと研究者リゾルバー

学術コンテンツサービス研究開発センター（http://www.nii.ac.jp/cscenter/）
科研費公開データの更新と発信の迅速化

KAKENのリンク機能強化

• 研究者ごとの情報集約>>研究者リンク

• CiNii等論文データベースとの連携>>論文リンク

• 機関リポジトリとの連携>>成果関連情報リンク（予定）

文部科学省/日本学術振興会（JSPS）

NII

＋

新機能
・論文リンク
・研究者リンク

研究機関

研究者

研究者

研究者

研究者

電子媒体で提出

・新成果報告書
・自己点検評価

新

<<平成20年5月>>
◆新KAKEN β版，
研究者リゾルバー
（試行版）リリース

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こういった動きの中，NII（学術コンテンツサービス研究開発センター）では新KAKENと研究者リゾルバーを開発いたしました。

これまでのKAKENデータベースは，「採択課題」と「成果」公開するデータベースとして，課題単位で情報が集約されていました。

これに対し，新KAKENは，「研究者」に着目したサービスといえます。
科研費補助金の報告書における「研究者名寄せ」と「論文同定」が入ったということです。

さまざまな研究者データベースへのリンク，CiNiiなどの，論文データベースとのリンクが実現しており，
今後，機関リポジトリのコンテンツへもリンクを行う予定です。
新KAKENはβ版として，学術コンテンツサービス研究開発センターの
Webサイトで公開されていますので，ぜひ活用してみてください。

こちらの概念図は，公開が義務化された電子版の「成果報告書」の流れです。
「成果報告書」は，機関ごとに取りまとめて，文科省およびJSPSに提出され，それが新KAKENに登録されます。

ですから，各機関では，
・「成果報告書」を機関で取りまとめた時点で（おそらく研究支援関係の部署とのやりとりになると思われますが），一括して
　機関リポジトリに登録することができます。
・さらに，科研費の成果の学会発表や，論文が機関リポジトリに登録されていれば，KAKENやCiNiiからもリンクされるということになります。

これまでのような冊子ベースの報告書をわざわざ電子化するということではなく，KAKENや機関リポジトリを用いた，よりトータル
な情報発信が実現できることになります。


http://www.nii.ac.jp/cscenter/
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重点コンテンツを巡る最新動向-3

新KAKENトップ

検索

研究者リゾルバー

研究者データベース

Google

CiNii

詳細表示

ReaD

研究者リンク

新KAKENリンクイメージ

論文情報（CiNii等）

機関リポジトリ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは，新KAKENの検索，詳細表示画面から，研究者リゾルバーを介して，研究者データベースや論文本文へのリンク関係を示した図です。

詳細は，ポスター会場に，新KAKEN開発者の一人であるNIIの蔵川准教授のポスターが貼ってありますので，そちらをご参照ください。
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NII
IRDB

ﾒﾀﾃﾞｰﾀ

機関リポジトリを持たない大学

博士論文
台帳DB

（書誌・リンク情報）

博士論文
共同デポ

本文ﾒﾀﾃﾞｰﾀ

ﾒﾀﾃﾞｰﾀ

IR

機関リポジトリを持つ大学

本文 ﾒﾀﾃﾞｰﾀ

検索
サーバ

NII-
DBR初期データ

ID付与
システム

博士論文ポータル構築
博士論文登録システム

ID付与システム構築

NDL
所蔵ﾃﾞｰﾀ

開発システム

既存システム

世界電子学位論文
ポータルサイト

●国際連携

●NII既存サービスとの
有機的連携

●外部サービスとの連携

授与簿
データ

博士論文
ワンストップ
ポータル

●利用者

台帳DB /統合機能構築

重点コンテンツを巡る最新動向-4
博士論文ワンストップ・ポータル

NIIの役割※）

• 電子化： 委託事業を通した間接的支援

• 提供： 博士論文の情報に一元的にアクセスできる仕組みを提供

• 保存： 個別のIRが整備されるまでの間の一時的保存

※）国立国会図書館と大学図書館との連絡会 学位論文電子化の諸問題に関するWG「中間報告」 （平成20年3月）に基づく

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に，もう１つの重点コンテンツである，学位論文に関連し，「博士論文ワンストップ・ポータル」についてご紹介します。

このあと，東工大の富田課長より，「学位論文電子化の諸問題に関するWG「中間報告」」について詳しいお話がありますが，
このなかで，NIIに期待される役割がいくつか述べられています。

１つは，委託事業を通した間接的支援により，電子化を支援する子と
2つ目は，博士論文の情報に一元的にアクセスできるしくみを提供すること。
3つ目は，機関リポジトリを持たない大学さんのために，一時的な保存場所を提供すること。

現在，博士論文ニーズ調査（利用面・発信面）アンケートを実施中です。

実は，このアンケート，予想以上に反響があり，今朝の時点で　　　　　件の回答がありました。
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重点コンテンツを巡る最新動向-5

博士論文ニーズ調査（利用面・発信面）アンケート

中間まとめ （2008/06/11現在）

• アンケート回答数：951
• 職業：研究者：28%，博士課程：19%，修士課程：15%，図書館員：7%
• 検索手段：NDL-OPAC, NII-DBR，Google・・・
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重点コンテンツを巡る最新動向-6

博士論文ニーズ調査（利用面・発信面）アンケート

中間まとめ （2008/06/11現在）

• 利用目的：先行例調査（学位論文執筆，論文執筆），研究分野の動向調査

• 入手方法：機関の図書館から，わからない，国立国会図書館から
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重点コンテンツを巡る最新動向-7

博士論文ニーズ調査（利用面・発信面）アンケート

中間まとめ （2008/06/11現在）

• 困っていること：網羅的検索手段，所在情報，本文の閲覧・複写

• 必要なこと：網羅的に検索できるDB，本文の電子化・公開

◆ご協力ください◆ - 6月20日（金）まで電子博士論文に関するニーズ調査★

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
6月20日まで実施しておりますので，ぜひ，みなさまの機関の研究者や学生の方にもご協力いただければ幸いです。

また，結果は公表いたしますので，みなさまの機関での，コンテンツ収集戦略に役立てていただければと思っております。


https://cattools.nii.ac.jp/cgi-bin/enq/enquete.cgi/hakuron2008/
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機関リポジトリポータルとナビゲート支援-1

機関リポジトリポータル
日本の機関リポジトリのポータルサイト

• Webサイトのリニューアル

• IRDBコンテンツ分析システム

• JuNii+後継サービス

Webサイトのリニューアル
「次世代学術コンテンツ基盤

共同構築事業」のもとに，

事業ごとに構成

<<リニューアル第1弾>>
<<平成20年3月>>

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて，３つめの話題として，NIIの「機関リポジトリポータル」と「ナビゲート支援」についてご紹介します。

NIIでは，「日本の機関リポジトリのことがなんでもわかる」サイト「機関リポジトリポータル」の構築を目指し，3つのアイテムを準備しております。

その第1弾として，3月にWebサイトをリニューアルしました。
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機関リポジトリポータルとナビゲート支援-2

IRDB※）コンテンツ分析システム

日本版ROAR（Registry of Open Access Repositories）
• 日本の機関リポジトリのディレクトリ

• 日本の機関リポジトリのコンテンツを，機関別・資料種別で表示

※）IRDB:学術機関リポジトリデータベース

<<平成20年6月リリース予定>>

◆ご協力ください◆

「学術機関リポジトリデータ
ベース（IRDB）収集方針」

に基づいた
ハーベストの申し込み

デモ

デモ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2つ目のアイテムは，「IRDBコンテンツ分析システム」です。
IRDBというのは，これまであまり表に出したことのない名称ですが，要は各機関リポジトリからハーベストしてきた
メタデータのデータベースです。

「IRDBコンテンツ分析システム」は，日本版のROARといいましょうか，
・日本の機関リポジトリのディレクトリ　であり，
・日本の機関リポジトリのコンテンツを，機関別・資料種別で表示することができます。

ちょっとデモ画面を見てみたいと思います。
これは，日本全体のコンテンツの増加状況を，資料種別で見ているグラフです。
このように，データがTSVでダウンロードできますので，各機関における，コンテンツ収集戦略の検討材料に
していただけると思います。

また，このように機関リポジトリのディレクトリも参照できます。
ここで，大学名をクリックすると，その大学の機関リポジトリの詳細な情報が表示される予定です。
各機関リポジトリのロゴなども入れられるようになっておりますので，PRにご活用ください。

実は，この5月に，NIIでは「学術機関リポジトリデータベース（IRDB）収集方針」を策定しました。
ハーベストのお申し込みの際の様式もWebからダウロードできるようになりましたので，ご利用ください。


http://www.nii.ac.jp/irp/tool_demo/index.html
http://www.nii.ac.jp/irp/tool_demo/browse.html
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機関リポジトリポータルとナビゲート支援-3

JuNii+（試験公開版）後継サービスの開発
検索項目の充実，英語版の作成

愛称募集中

CiNii-IR連携
目的：CiNiiの本文到達率向上，IRの利用機会向上

方法：IRコンテンツから論文系のメタデータを抽出，
同定，CiNiiからのリンク表示

条件：IR側のURIの安定性

<<平成20年度中>>
<<リリース予定>>

<<スケジュール>>
• 夏頃～5機関と実証実験開始

課題の洗い出し
• 秋頃～本格サービス開始

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　機関リポジトリポータルの，3つ目のアイテムとして，「JuNii+（試験公開版）後継サービス」を開発しております。
　「JuNii+」の問題点として，雑誌名での検索ができない，日本語インターフェースしかない，といったことがありました。
　そのあたりを改善したシステムを，今年度中にリリースすべく，担当者が頑張っているところです。

---------
　その他，ナビゲート支援として，以前から予告しておりますCiNii－IR連携のほうも，具体的に進めているところです。

　CiNii－IR連携というのは，機関リポジトリのコンテンツから論文系のメタデータを抽出し，CiNiiのデータと同定した
　うえで，CiNiiからのリンク表示する，というものです。
　ここにちょっとだけ例を出しておりますが，CiNIiに本文がないものでも機関リポジトリにコンテンツがあればリンクします
　ので，CiNiiの本文到達率が向上，IRの利用機会も向上するというちょっとうれしい仕組みです。

　今後のスケジュールですが，まず5つの機関リポジトリにご協力いただいて，実証実験を開始し，課題の洗い出しを
　します。
　課題のひとつには，機関リポジトリのURIの安定性があります。
　機関リポジトリのURIは変更されず，永続的なアクセスを保証するというのが，ウリの一つだと思うのですが，けっこう
　URIが変更されるケースが多いのですね。

　実はCiNiiは，一度入れたデータはそうそうたやすく削除したりするような仕組みになっていませんので，機関リポジトリ
　のURIが変わって，CiNiiからリンク切れになってしまう，という状況が起こってしまいます。
　このことを避けるために，CiNiiからリンクさせていただく機関リポジトリの条件として，URIを安定させていただきたい，と
　いうことをお願いしたいと思います。

　秋頃には，本格サービスを開始したいと思っておりますので，皆様のご協力を，どうぞよろしくお願いいたします。
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さいごに

見晴らしのいい場所に立とう

宇陀 則彦. “見晴らしのよい場所からあるべき システムを考える
―デジタルライブラリ，デジタルアーカイブ， 機関リポジトリを超
えて―”. 情報管理. Vol. 51, No. 3, (2008), 163-173 . 
http://www.jstage.jst.go.jp/article/johokanri/51/3/51_163/_article/-char/ja

梅田望夫. “ウェブ時代をゆく －いかに働き，いかに学ぶか－”.
ちくま新書 (2007. 11)

バンテージ・ポイント：
その分野の最先端で何が起きているのかを

一望にできる場所

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に，「見晴らしのいい場所」ということばをご紹介したいと思います。

NIIの客員准教授として，図書館連携作業部会の委員でもいらっしゃる，筑波大学の宇陀先生が「情報管理」に書かれた記事のタイトルに引用されています。

機関リポジトリ担当の服部さんから，面白い記事がありますよ～と紹介してもらったのですが，中身もとても面白かったです。
「情報管理」は無料で公開されているので便利ですね。ちなみに・・・まだ，つくばリポジトリには入っていませんでしたね。

このことばは，もともとは梅田望夫さんが，「ウェブ時代をゆく」という本の中で紹介された，アメリカの投資家の言葉です。

そして，「見晴らしのいい場所」とは，「その分野の最先端で何が起きているのかを一望にできる場所」のことだそうです。

この2日間にわたる報告交流会が，参加者の皆さまにとって，「見晴らしのいい場所」に立つために有益であることを願っています。
有難うございました。
　
　

http://www.jstage.jst.go.jp/article/johokanri/51/3/51_163/_article/-char/ja
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